
基本データ （数値は H25 年現在） 目的・趣旨

取組概要

その他（知的活動の拠点）

取組の成果と今後について 平成 24 年 11 月の開館以降、想定を上回る入館者（1 日平均約 3 千人）
を得ており、交流施設の稼働率は施設全体で 6 割を超え「知的活動の

拠点」としての活用がなされている。今後、利用者の声を反映するなかで、図書館サービス・施設を
活用した新たなイベントを企画し、新たな図書館利用者を取り込んでいく。

特徴 〜ハード面〜
【建物設計】

図書館資料を利用する閲覧エリアと、交流のためのエリアの間につながりをもたせ、相乗効果を生み出し、
互いの活動を感じ取れるような空間構成を形成
・�閲覧エリアと交流エリアを壁面等で分断せず、つながりをもたせて自由に往来ができるよう一体化し、

相乗効果を発生させた。
・�両エリアの活動を互いに感じ取り、分かり合える開放的な空間を創出した。

【交流施設】
交流の舞台となる有料の貸施設を整備
・大規模イベントや展覧会……「イベントスペース」
・楽器演奏会や上映会…………「多目的ホール」
・文化・サークル活動…………「交流ルーム」（6 室）

【サイレントルーム】
静かな環境で読書、調査・研究をするためのサイレントルーム（4 室 :144 席）
を整備

【カフェ・オープンテラスの設置】
飲食のできるスペース、外の空気が満喫できるスペースを整備

〜ソフト面〜
【館長の招聘】

豊富な知識、高い見識をもつ著名な文化人である阿刀田高氏を館長に招聘
【図書館企画事業】

NPO や各種団体との協働による閲覧エリアの機能を活用した様々な事業を実施

　「知的活動の拠点」としての図書館を実現するため、甲府駅前に立地し、従来
の図書館機能に加えて、そこに集う人と人の交流を促す建物設計とした。また、
交流施設を知的活動の場として一般に貸し出すとともに、閲覧エリアの機能を
活用した様々な図書館主体の各種イベントを展開している。

　本と人を結びつける施設であると同時に、人と人を結びつけ、
交流を促し、にぎわいを創出する「知的活動の拠点」となる図書
館を目指している。

住所� 甲府市北口二丁目 8-1
電話番号� 055-255-1040
人口（図書館が所在する市町村）� 19 万人
職員数（うち有資格者数）� 41 人（32 人）
蔵書数� 818,175 冊
登録者数� 36,652 人
年間貸出冊数（H24）� 224,334 冊

山梨県立図書館 （山梨県甲府市）　http://www.lib.pref.yamanashi.jp/

知的活動の拠点
〜様々な出会いと交流の舞台となる図書館〜

一体的・開放的な建物設計

館長自ら講師となって
の講座

イベントスペースでの
講演会


